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発表各位へのご案内

１）口演時間
一般および要望演題は全演題「口述発表」です。一般演題の発表時間は口演７分、
質疑・討論３分（計１０分）です。
要望演題は各口演７分で、全演題終了後に総合討論３７分を予定しています。
なお、シンポジウムは各口演１５分、総合討論４０分を予定しています。

２）PC 受付等
PC の場合は出来る限りソフトは Power Point としてください。
プレゼン枚数に制限はありませんが , 映写面は 1 面のみです。
PC 受付は 1F の会場入口横にございます。
口演の 30 分前には PC の受付をお済ませください。

３）発表演題の投稿
口演内容は「心臓」へ掲載致します。
投稿規定，原稿提出期日などは当日 PC 受付にてお渡しいたします。

参加各位へのご案内

１）総合受付（１F）
８時 30 分より会場前の受付（会員・発表者，一般参加者別）にて行います。
①会員・発表者
出席者名簿にご記帳ください。参加費は不要です。
②一般参加（会員・発表者以外）
出席者名簿にご記帳いただき，参加費として 2,000 円をお支払いください。

２）昼食（弁当）
「A 会場」で 11 時 50 分～ 13 時にご昼食をお取りいただけます。

３）機器展示
「ホワイエ」にございます。
なお，展示会場でドリンクサービスを行っております。
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　09:30 ～ 09:35　　【開会の辞】　「A 会場」
　当番世話人　美術館北通り診療所／昭和大学　瀬尾 憲正 

【一般演題：セッション A １】　「A 会場」
　09:35 ～ 10:15　座長：阪和第二泉北病院　岡野 嘉明

A-1 肺動脈原発肉腫の 1 例
東海大学医学部基盤診療学系画像診断学
○明神 和紀、橋本 毅、伊藤 千尋、川田 秀一、山下 智裕、小泉 淳

A-2 慢性肺塞栓症と鑑別が困難であった肺動脈内膜肉腫の一例
弘前大学胸部心臓血管外科
○福田 和歌子、谷口 哲、野村 亜南、小笠原 尚志、大徳 和之、福井 康三、
　福田 幾夫

A-3 初診時に血栓性肺塞栓症が疑われた右室原発血管肉腫の一例
広島市立広島市民病院　循環器内科
○大谷 尚之、井上 一郎、河越 卓司、石原 正治、嶋谷 祐二、三浦 史晴、
　中間 泰晴、臺 和興、池永 寛樹、江尻 健太郎、小田 望、中村 真幸、
　三木 崇史

A-4 新潟県中越沖地震３年後の DVT 検診結果
新潟大学大学院呼吸循環外科 1)、国立病院機構新潟病院内科 2)、
同　神経内科 3)、エコノミークラス症候群予防検診支援会
○榛沢 和彦 1)、岡本 竹司 1)、佐藤 浩一 1)、林 純一 1)、伊倉 真衣子 2)、
　中島 孝 3)
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【一般演題：セッション B １】　「B 会場」
　09:35 ～ 10:15　座長：埼玉県立循環器・呼吸器病センター　星 俊子

B-1 診断確定までに時間を要した急性肺血栓塞栓症の 1 例
済生会横浜市南部病院　循環器内科
○泊 咲江、齊藤 俊彦、久慈 正太郎、南本 祐吾、南 一敏、岩澤 祐二、
　猿渡 力

B-2 抗リン脂質抗体症候群における下肢 RI venography の意義
都立墨東病院診療放射線科
○小山 和行

B-3 周産期における下肢静脈血栓症と肺血流分布の検討
都立墨東病院診療放射線科
○小山 和行

B-4 静脈血栓症患者で新規プロテイン S 遺伝子変異を認めた 2 症例
三重大学大学院医学系研究科検査医学分野
○池尻 誠、西岡 淳二、和田 英夫、登 勉、山田 典一、中村 真潮、
　伊藤 正明

【一般演題：セッション A ２】　「A 会場」
　10:15 ～ 10:55　座長：済生会横浜市南部病院　猿渡 力

A-5 下大静脈フィルター内血栓により肺血栓塞栓症を再発した一例
順天堂大学附属浦安病院　ハートセンター　循環器内科
○一瀬 哲夫、和田 剛、横松 友紀、由宇 博重、山瀬 美紀、河野 安伸、
　谷本 享生、大井川 哲也、円城寺 由久、加藤 洋一、中里 祐二

A-6 CCU での肺塞栓症における下大静脈フィルターの使用状況
～東京都 CCU ネットワークより～
東京都 CCU ネットワーク学術委員会　肺塞栓症班
○田辺 康宏
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A-7 下大静脈フィルターの血栓閉塞に対してカテーテル血栓溶解
療法が効果的であった 2 例
三重大学大学院医学系研究科 循環器・腎臓内科学
○荻原 義人、山田 典一、辻 明宏、太田 覚史、石倉 健、中村 真潮、
　伊藤 正明

A-8 肺動脈カテーテルインターベンションの自験例
東京大学　循環器内科
○稲葉 俊郎、牧 尚孝、志賀 太郎、波多野 将、八尾 厚史、絹川 弘一郎、
　平田 恭信、永井 良三

【一般演題：セッション B ２】　「B 会場」
　10:15 ～ 10:55　座長：長崎大学　池田 聡司

B-5 心室中隔欠損症に合併した感染性心内膜炎により敗血症性肺
塞栓症を来たした 1 例
淀川キリスト教病院　心臓血管外科 1)、循環器内科 2)

○高橋 英樹 1)、莇 隆 1)、栗本 泰行 2)、北川 泰生 2)、米田 直人 2)、
　田中 康史 2)、冨澤 宗樹 2)、久松 恵理子 2)、柴田 敦 2)

B-6 肺塞栓症を合併した、成人での末梢性肺動脈狭窄症の 1 例
国立循環器病研究センター　心臓血管内科
○進藤 一紘、高木 弥栄美、宮地 克維、佐久間 聖仁、中西 宣文

B-7 馬蹄腎が原因で下大静脈血栓症を来し、肺塞栓症を繰り返した一例
広島市立広島市民病院循環器内科
○中間 泰晴、井上 一郎、河越 卓司、石原 正治、嶋谷 祐二、三浦 史晴、
　臺 和興、大谷 尚之、池永 寛樹、江尻 健太郎、小田 望、中村 真幸、
　三木 崇史

B-8 当科で経験した静脈血栓塞栓症を呈した先天的下大静脈奇形
２症例
青森県立中央病院　循環器科
○會田 悦久
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【一般演題：セッション A ３】　「A 会場」
　10:55 ～ 11:45　座長：日本医科大学　山本 剛

A-9 大腿骨近位部骨折症例に対する下大静脈フィルターの使用
都立多摩総合医療センター救命センター・整形外科 1)、血管外科 2)、
循環器内科 3)、放射線科 4)、麻酔科 5)、副院長 6)、関東労災病院整形外科 7)

○伊賀 徹 1)、苅田 達郎 1)、佐藤 和強 1)、福島 斉 1)、永井 一郎 1)、
　辰巳 徹志 1)、東原 千恵美 1)、牛田 正宏 1)、大島 哲 2)、上田 哲郎 3)、
　高田 ゆかり 4)、輿石 剛 4)、肥川 義雄 5)、阿部 修治 5)、岡崎 裕司 7)、
　稲田 進一 6)、近藤 泰児 6)

A-10 Suprarenal position 留置例における IVC filter の有効性の検討
東海大学医学部付属病院基盤診療学系　画像診断科
○伊藤 千尋、小泉 淳、橋本 毅、明神 和紀

A-11 AT Ⅲ欠乏症に起因する肺塞栓症の加療に一時的下大静脈フィ
ルターの交換を行い長期の抗凝固療法を施行した一例
広島大学循環器内科
○光波 直也

A-12 妊娠中に肺血栓塞栓症 / 深部静脈血栓症を発症し、へパリン
と一時留置型下大静脈フィルターで治療をした 8 症例の検討
武蔵野赤十字病院循環器科
○原 信博、尾林 徹、宮本 貴庸、鍵山 暢之、鈴木 雅仁、川崎 まり子、
　渡部 真吾、田尾 進、前田 真吾、岡田 寛之、服部 英二郎、山内 康照、
　丹羽 明博

A-13 回収型下大静脈フィルター（ALN）留置 174 日後、抜去に成功
した 1 例
越谷市立病院　循環器科
○市川 良子、高須 清、松尾 一可、比企 誠、中嶋 直久、木村 徹
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【一般演題：セッション B ３】　「B 会場」
　10:55 ～ 11:45　座長：新潟大学　榛沢 和彦

B-9 深部静脈血栓症及び肺塞栓症に胸部大動脈瘤を合併した 1 例
（財）東京都保健医療公社　大久保病院　循環器内科
○岡崎 英隆、伊藤 晋平、谷井 博亘、山口 博明

B-10 術後第 1 病日に肺塞栓症を発症した子宮頸癌の 1 例
近畿大学医学部堺病院産婦人科１）、近畿大学医学部附属病院外科２）

○椎名 昌美１）、井上 泰英１）、保田 知生２）、山本 嘉一郎１）

B-11 化学療法中に静脈血栓塞栓症を発症した８症例の後方視的検討
九州大学病院　血液・腫瘍内科
○白川 剛、土橋 賢司、田村 真吾、薦田 正人、磯部 大地、藤本 千夏、
　内野 慶太、高石 繁生、小田代 敬太、草場 仁志、馬場 英司、
　赤司 浩一

B-12 左膝蓋骨骨折術後に発症した重症肺血栓塞栓症の 1 例
全国土木建築国民健康保険組合　総合病院　厚生中央病院　整形外科
○荒神 裕之、笹目 敦子、星野 孝省、小杉 雅英

B-13 アキレス腱断裂には高頻度に下肢静脈血栓が合併する
聖隷浜松病院スポーツ外傷外科
○小林 良充

【ランチョンセミナー】　「A 会場」
　11:50 ～ 12:40　
　　　　座長：東海大学医学部　内科学系　循環器内科　後藤 信哉
　　「凝固屋の診療閑話：
　　　　血栓マーカーの信頼できるところ、信頼できないところ」
　　　　演者：北海道医療大学歯学部内科学講座　家子 正裕

【総会】　「A 会場」
　12:40 ～ 13:00
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【一般演題：セッション A ４】　「A 会場」
　13:00 ～ 13:40　座長：三重大学　山田 典一 

A-14 失神、呼吸苦を主訴に来院された高齢発症の急性肺塞栓症の 1 例
聖マリアンナ医科大学　循環器内科
○高野 誠、龍 祥之助、明石 嘉浩、三宅 良彦

A-15 好酸球性肺炎の経過中に発症した急性肺血栓塞栓症の一例
奈良県立医科大学内科学第二講座（呼吸器、血液内科）
○藤田 幸男、春成 加奈子、櫻井 正樹、中村 篤宏、友田 恒一、吉川 雅則、
　木村 弘

A-16 巨大デスモイド腫瘍に合併した静脈血栓塞栓症の 1 例
東名厚木病院　外科１）、看護部２）

○矢野 貴彦１）、小島 淳夫１）、木内 清歌１）、山口 哲司１）、日野 浩司１）、
　齊藤 文良１）、桐山 誠一１）、牛山 浅美２）

A-17 新潟県中越地震５年後の DVT 検診結果
新潟大学大学院呼吸循環外科 1)、国立病院機構新潟病院内科 2)、
同　神経内科 3)、エコノミークラス症候群予防検診支援会
○榛沢 和彦 1)、岡本 竹司 1)、佐藤 浩一 1)、林 純一 1)、伊倉 真衣子 2)、
　中島 孝 3)

【一般演題：セッション B ４】　「B 会場」
　13:00 ～ 13:40　座長：岡山大学　児玉 順一

B-14 新規抗凝固薬とフェンタニル持続静脈内麻酔を用いた婦人科
手術後における静脈血栓塞栓症の予防に関する検討 
奈良県立医科大学産科婦人科１）、同麻酔科２） 
○川口 龍二１）、新納 恵美子１）、森岡 佐知子１）、棚瀬 康仁１）、春田 祥治１）、
　吉田 昭三１）、古川 直人１）、山田 嘉彦１）、大井 豪一１）、小林 浩１）、
　高橋 正裕２）、 古家 仁２） 
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B-15 帝王切開術症例の術後静脈血栓塞栓症予防
奈良県立医科大学　産科婦人科学教室
○春田 祥治、川口 龍二、佐道 俊幸、小林 浩

B-16 婦人科浸潤癌術後の VTE 予防における新しい抗凝固薬の可能性
岡山大学病院　産婦人科
○関 典子、児玉 順一、楠本 知行、中村 圭一郎、本郷 淳司、平松 祐司

B-17 低分子ヘパリン ( エノキサパリン ) による予防的抗凝固療法の
投与モニタリング法の確立
順天堂大学産科婦人科
○牧野 真太郎、杉村 基、菅 直子、斉藤 知見、依藤 崇志、田中 利隆、
　竹田 省

【一般演題：セッション A ５】　「A 会場」
　13:40 ～ 14:20　座長：千葉大学　田邊 信宏

A-18 64 列マルチスライス CT と肺換気血流シンチが診断に有効で
あった慢性肺血栓塞栓症 (CTEPH) の一例
自治医大さいたま医療センター循環器科
○和田 浩、坂倉 建一、和田 英則、宇賀田 祐介、池田 奈保子、
　菅原 養厚　阿古 潤哉、百村 伸一

A-19 曲率による心室中隔圧排の評価と血行動態との相関についての検討
－慢性血栓塞栓性肺高血圧症における 320 列 CT の有用性の評価－
千葉大学医学研究院呼吸器内科学
○杉浦 寿彦、田邊 信宏、西村 倫太郎、関根 亜由美、坂尾 誠一郎、
　笠原 靖紀、巽 浩一郎

A-20 末梢型慢性肺血栓塞栓症で術中肺生検を施行した 1 例の病理所見
藤田保健衛生大学　心臓血管外科
○樋口 義郎、近藤 弘史、秋田 淳年、石田 理子、金子 完、星野 竜、
　佐藤 雅人、高木 靖、安藤 太三



8

A-21 急性肺塞栓症から慢性肺塞栓症へ移行した 60 才男性　　
都立広尾病院循環器科
○田辺 康宏、手島 保、小宮山 浩大、北條 林太郎、仲井 盛、辰本 明子、
　深水 誠二、櫻田 春水

【一般演題：セッション B ５】　「B 会場」
　13:40 ～ 14:30　座長：大阪大学　池田 正孝 

B-18 ICU における大血管術後の急性肺血栓塞栓症（APTE）の２症例：
大血管術後における APTE 対策
札幌医科大学医学部救急・集中治療医学講座
○吉田 真一郎、今泉 均、升田 好樹、北 飛鳥、巽 博臣、蕨 玲子、
　後藤 京子、佐藤 通子、浅井 康文

B-19 予防的処置を十分に行ったにもかかわらず下肢静脈瘤術後に
肺塞栓症を発症した一例
豊見城中央病院　外科・血管外科
○大宜見 由奈、松原 忍、佐久田 斉、城間 寛

B-20 院内発症の肺血栓塞栓症死亡症例における静脈血栓塞栓症予
防法の検討
長崎大学病院　循環器内科
○吉田 健夫、中田 智夫、古賀 聖士、池田 聡司、前村 浩二

B-21 当院における静脈血栓塞栓症予防と患者発生時対応への組織
的な取組みと成果
県西部浜松医療センター
○竹内 孝夫、笠松 紀雄、木倉 睦人、岩瀬 敏樹、岡田 喜規、佐々木 俊哉、
　内藤 健助、金井 俊和、小林 正和、小澤 亨史、横井 典子、平松 みどり、
　遠藤 裕子、山口 幸子、中村 直樹、松岡 敏彦、神谷 純子、鬼頭 孝昌、
　石井 良朋、小林 隆夫
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B-22 当院における肺塞栓症既往と術前肺塞栓症における周術期予
防対策ついて
近畿大学医学部　外科 1)、循環器内科 2)、整形外科 3)、産婦人科 4)、
呼吸器内科 5)、麻酔科 6)、放射線科 7)、看護部 8)、中央臨床検査部 9)、
中央放射線部 10)、近畿大学医学部堺病院 11）

○保田 知生 1)、谷口 貢 2)、梅本 雅彦 4)、赤木 将男 3)、福田 寛二 3)、
　岩永 賢司 5)、塩川 泰啓 6)、柳生 行伸 7)、長谷 早余子 8)、米原 ゆかり 8)、
　黒崎 まり 8)、山口 ゆか 8)、和田 春佳 8)、小谷 敦志 9)、森本 英夫 10)、
　増田 詩織 9)、平野 豊 2)、椎名 昌美 11）、石丸 英三郎 1)、塩崎 均 1)

【要望演題 ：PCPS 装着例は内科的治療のみで対処できるか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ pros and cons ～】
　「A 会場」
　14:20 ～ 16:00　座長：国立循環器病研究センター　佐久間 聖仁
　　　　　　　　　　　　 藤田保健衛生大学　　　　　安藤 太三 

A-22 APE による院内発生 CPA に対して PCPS の装着を行い内科
的治療にて救命しえた 2 症例
東邦大学医療センター大森病院　循環器内科 1)、
東邦大学医療センター大森病院　救命救急センター２）

○木内 俊介 1),２）、吉原 克則 ２）、伊藤 博 ２）、坪田 貴也 ２）、藤井 悠一郎 1)、
　朴 理絵 1)、山﨑 純一 1)

A-23 重症急性肺塞栓症において経皮的心肺補助装置（PCPS）装着
下での内科的治療は有用である
～本邦における文献報告例より～
国立循環器病研究センター　心臓血管内科
○髙木 弥栄美、佐久間 聖仁、宮地 克維、中西 宣文

A-24 内科的治療を基本とした、当院における PCPS 装着重症急性
肺血栓症に対する治療戦略。
大垣市民病院　循環器科
○上杉 道伯、曽根 孝仁、坪井 英之、武川 博昭、森島 逸郎、佐々木 洋美
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A-25 PCPS 装着下にて急性肺塞栓症加療を行った 6 例についての検討
社会保険　小倉記念病院　循環器科
○渡部 宏俊、兵頭 真、近藤 克洋、岩淵 成志、横井 宏佳、野坂 秀行、
　延吉 正清

A-26 当院における経皮的心肺補助法を要した重症肺塞栓症の治療実績
横浜市立大学附属市民総合医療センター１）、済生会横浜市南部病院２）

○羽柴 克孝１）、海老名 俊明１）、小菅 雅美１）、日比 潔１）、塚原 健吾１）、
　岩橋 徳明１）、　遠藤 光明１）、前島 信彦１）、木村 一雄１）、猿渡 力２）

A-27 循環虚脱を呈した肺塞栓症への治療：PCPS とカテーテル治療
により対処できる
日本医科大学付属病院　集中治療室１）、
日本医科大学付属病院　循環器内科２）、
日本医科大学付属病院　放射線科３）、
日本医科大学武蔵小杉病院　血管内・低侵襲治療センター４）　　
○宗像 亮１）、山本 剛１）、圷 宏一１）、佐藤 直樹１）、田中 啓治１）、
　高野 仁司２）、　水野 杏一２）、中澤 賢３）、村田 智３）、田島 廣之４）

A-28 当院における PCPS を使用した急性肺血栓塞栓症の外科的治
療経験
藤田保健衛生大学　心臓血管外科
○金子 完、樋口 義郎、近藤 弘史、秋田 淳年、石田 理子、佐藤 雅人、
　渡辺 孝、　高木 靖、安藤 太三

A-29 Acute massive PE に対する外科治療の有効性
弘前大学　胸部心臓血管外科
○谷口 哲、渡辺 健一、藤田 和歌子、斎藤 良明、小笠原 尚志、青木 哉志、
　皆川 正仁、大徳 和之、鈴木 保之、福井 康三、福田 幾夫

A-30 PCPS 装着例は内科的治療のみで対処できるか ~pros and cons~ 
佐賀県立病院好生館　心臓血管外科
○内藤 光三、田中 秀弥、村山 順一、樗木 等
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【一般演題：セッション B ６】　「B 会場」
　14:30 ～ 15:10　座長：近畿大学　保田 知生

B-23 当院での外傷患者に対する未分画ヘパリンによる DVT 予防の検討
兵庫県災害医療センター　救急部
○元津 倫幸、中山 晴輝、白川 努、奥田 裕子、小出 裕、神移 佳、
　内野 隼材、三木 竜介、江田 陽一、上田 泰久、黒川 剛史、臼井 章浩、
　松山 重成、冨岡 正雄、中山 伸、小澤 修一、鵜飼 卓

B-24 大腸疾患待機的手術患者における VTE 予防としてのフォンダ
パリヌクスの使用経験
大阪大学大学院外科学講座　消化器外科学
○池田 正孝、半田 理雄、岡野 美穂、竹政 伊知朗、水島 恒和、
　山本 浩文、関本 貢嗣、土岐 祐一郎、森 正樹

B-25 整形外科術後患者の血栓予防療法におけるフォンダパリヌク
スのモニター
三重大学検査医学
○和田 英夫、天満 大志、藤原 圭人、小川 真央、池尻 誠、松本 剛史、
　片山 直之、登 勉、長谷川 正裕、須藤 啓広、辻 明宏、太田 覚史、
　土肥 薫、山田 典一、中村 真潮、伊藤 正明

B-26 独自に開発した静脈血栓塞栓症（VTE）予防機器による静脈
血流増大効果
厚生連高岡病院　整形外科
○鳥畠 康充
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【シンポジウム：肺塞栓症と医療訴訟】　「A 会場」
　16:20-18:00　座長：埼玉医科大学　　　　　　　　　金澤　 實
　　　　　　　　　　　美術館北通り診療所／昭和大学　瀬尾 憲正 

S-1 肺塞栓症裁判の判決文から見えることー患者救済と法的問題
点の視点からー
厚生連高岡病院　整形外科
○鳥畠 康充

S-2 心電図が決め手であったのに：「心筋梗塞」と誤診されてしまっ
た２剖検例
さわやまクリニック（倉敷心臓病予防施設）
○沢山 俊民

S-3 肺塞栓症と医療訴訟～小倉記念病院の場合～
社会保険　小倉記念病院　循環器科
○近藤 克洋、渡部 宏俊、岩淵 成志

S-4 肺塞栓症と医療訴訟～医療側代理人の立場より～
仁邦法律事務所（じんほうほうりつじむしょ）
○蒔田 覚

　18:00-18:05　　【閉会の辞】　「A 会場」
　当番世話人　埼玉医科大学　金澤　實




